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T h e  T h o u g ht  of  K a r at e- D o  b y  S hi g e r u  E g a mi

A b str a ct

　 T h e  p r e s e nt  st u d y  w a s  i n v e sti g at e d  a b o ut  t h e  t h o u g ht  of  K a r at e- D o  b y  S hi g e r u 

E g a mi.  E g a mi  p e rf o r m e d  K a r at e  i n  W a s e d a  U ni v e r sit y  a n d  b e c a m e  Gi c hi n 

F u n a k o s hi’ s  p u pil.  H e  s p r e a d  Ni h o n  K a r at e- D o  wit h o ut  e m pl o yi n g  t h e  s y st e m  of 

g a m e  o n  K a r at e.  H o u k e n  I n o u e  h a n d e d  ‘ H ei h o’  t o  E g a mi.  ‘ H ei h o’  w a s  J a p a n e s e 

t r a diti o n al  t h o u g ht  i n  m a rti al  a rt.  ‘ H ei h o’  i s  q uit e  si mil a r  t o  ‘ Wi n  Wit h o ut  Fi g hti n g’ 

i n  t h e  A rt  of  W a r  b y  S u n  T z u.  T hi s  t h o u g ht  c o m m o n  t o  F u n a k o s hi’ s  t h o u g ht  of 

K a r at e- D o.  T h e r ef o r e,  E g a mi  t h o u g ht  t h at  K a r at e- D o  w a s  n ot  c o m b at  s kill  a n d 

c o m p etiti v e  s p o rt s.  W e  p r o p o s e  t h at  w e  s h o ul d  h a v e  r e ali z e d  a b o ut  t h e  t h o u g ht  of 

Ni h o n  K a r at e- D o  b y  S hi g e r u  E g a mi,  w h e n  w e  c o n si d e r  t h e  f ut u r e  d e v el o p m e nt  of 

K a r at e.

1 ． は じ め に

1 － 1 ． 研 究 の 背 景 と 意 義

　 我 々 は こ れ ま で ， 空 手 道 の 近 代 化 に つ い て 明 ら か に す る た め に ， そ の 重 要 人 物 と し て 本 土 に

空 手 を 普 及 し た 船
ふ な こ し

越 義
ぎ

珍
ち ん

（ 1 8 6 8 （ 明 治 元 ） 年 － 1 9 5 7 （ 昭 和 3 2 ） 年 ） に 焦 点 を あ て ， 近 代 化 の 経 緯

を 追 う と と も に
1 ）

， 本 土 と 沖 縄 で の 経 過 の 違 い
2 ）

， あ る い は 柔 道 の 近 代 化 と 比 較 す る こ と に よ っ

て
3 ）

， そ の 特 徴 を 浮 き 彫 り に し て き た ． そ の 過 程 で ， 空 手 道 の 近 代 化 に は ， 試 合 採 用 の 成 否 ， ま

た そ れ に 関 連 し た 組 織 化 の 問 題 が あ る こ と を 指 摘 し た ． 一 方 ， 我 々 は 空 手 道 の 近 代 化 の 全 般 に

亘 っ て 影 響 を 及 ぼ し て き た 船 越 義 珍 の 空 手 道 思 想 を 検 討 し ， 船 越 は 「 真 の 空 手 」 す な わ ち 「 空
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手 道 」 を 「 護 身 」 と い う 面 か ら 理 論 化 し ， 有 事 に 臨 ん で 実 際 に 身 を 護 る 「 護 身 」 と し て は も ち

ろ ん で あ る が ， そ れ に 留 ま ら ず ， 自 分 自 身 を 悪 い 状 況 に 置 か な い （ 身 を 助 け る ） ， ひ い て は 自 分

自 身 の 状 況 を 好 転 さ せ る （ 身 を 活 か す ） と い う 処 世 の 在 り 方 に ま で つ な げ る 崇 高 な 思 想 へ と 昇

華 さ せ て い た こ と も 明 ら か に し た
4 ）

． こ の よ う な 思 想 か ら 先 に 挙 げ た 空 手 の 近 代 化 に お け る 試 合

の 位 置 づ け を 考 え て み る と ， 単 に 技 が 危 険 で あ る か ら 空 手 は 試 合 が で き な い と い う こ と だ け で

は な く ， 現 在 ， 広 く お こ な わ れ て い る 競 技 化 さ れ た 空 手 が ， 自 ら 争 い ， 攻 撃 力 を 競 い ， 勝 敗 の

結 果 の み に 主 眼 が 置 か れ る 在 り 方 ， そ れ 自 体 が 船 越 の 考 え た 「 真 の 空 手 」 「 空 手 道 」 の 理 念 に 合

致 し な い こ と も 意 味 す る ．

　 船 越 義 珍 の 数 多 く 存 在 す る 弟 子 の 中 か ら ， 試 合 に 対 す る 態 度 に 着 目 す る と 2  人 の 代 表 的 な 弟

子 を 挙 げ る こ と が で き る ． 一 人 は 試 合 を す る 道 を 辿 り ， 日 本 空 手 協 会 を 創 設 し た 中
な か や ま

山 正
ま さ

敏
と し

（ 1 9 1 3

（ 大 正 2 ） 年 － 1 9 8 7 （ 昭 和 6 2 ） 年 ） で あ り ， も う 一 人 は 試 合 を し な い 道 を 辿 り ， 松 濤 館 を 再 建 ， 2

代 目 館 長 と な っ た 江
え が み

上 茂
し げ る

（ 1 9 1 2 （ 大 正 元 ） 年 － 1 9 8 1 （ 昭 和 5 6 ） 年 ） で あ る ． 我 々 は 先 ず 近 代 化 に

お け る 試 合 の 在 り 方 を 検 討 す る た め に ， そ の 推 進 者 と な っ た 中 山 の 空 手 道 思 想 に 注 目 し た ． そ

の 結 果 ， 試 合 化 の 推 進 に よ っ て 普 及 は 進 ん だ も の の （ 競 技 ス ポ ー ツ と し て の 高 揚 ） ， ポ イ ン ト を

奪 取 す る た め に 本 質 を 失 っ た 動 作 の 攻 防 が 目 立 つ よ う に な り （ 武 術 と し て の 衰 退 ） ， 上 記 に 示 し

た よ う な 船 越 の 掲 げ た 「 空 手 の 心 」 は 顧 み ら れ な い 状 況 が 常 態 化 し （ 武 道 と し て の 後 退 ） ， 最 終

的 に は 試 合 化 を 推 進 し た 中 山 自 身 の 空 手 道 思 想 に す ら 合 致 し な く な っ て い っ た こ と を 指 摘 し

た
5 ）

．

　 一 方 ， 江 上 は 船 越 義 珍 門 下 の 中 で 試 合 を し な い 道 を 辿 り な が ら も ， 空 手 を 広 く 普 及 し ， 海 外

（ ア メ リ カ ， フ ラ ン ス ， ス ペ イ ン ， イ タ リ ア ， ポ ル ト ガ ル ， ス イ ス ， イ ギ リ ス ， 台 湾 ， な ど ） に

も そ の 信 奉 者 を 多 く 持 つ に 至 っ た 人 物 で あ る ． 江 上 が 空 手 道 を ど の よ う に 捉 え ， 伝 え よ う と し

た の か を 明 ら か に す る こ と は ， 競 技 化 の 進 む 現 代 に お い て ， 空 手 道 が 文 化 と し て そ の 独 自 性 あ

る い は 本 質 を 維 持 し て い く 在 り 方 を 探 る 上 で ， 非 常 に 重 要 で あ る と 考 え ら れ る ． し か し な が ら ，

こ れ ま で に 江 上 茂 を 研 究 対 象 と し て 扱 っ た 研 究 は 存 在 し な い ． そ こ で ， 本 研 究 で は ， 船 越 の 弟

子 の 中 で ， も う 一 人 の 代 表 者 と し て 江 上 茂 に 焦 点 を あ て ， 江 上 が ど の よ う な 空 手 道 思 想 を 堅 持

し て い た の か を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た ．

1 － 2 ． 研 究 の 方 法 と 限 界

　 先 の 研 究 で も 指 摘 し た よ う に ， 空 手 史 研 究 が 歴 史 研 究 の 対 象 と さ れ に く い 背 景 に は ， 歴 史 研

究 に 必 要 と さ れ る 一 次 史 料 が 不 足 し て い る こ と が 挙 げ ら れ る ． 元 々 ， 空 手 の 伝 承 形 態 は 個 人 指

導 か つ 秘 密 主 義 を 基 本 と し ， 口 伝 を 中 心 に お こ な わ れ て き た こ と か ら ， 歴 史 的 に 伝 書 の よ う な
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史 料 は ほ と ん ど 存 在 し な い ． ま た ， 本 研 究 で 対 象 と す る 江 上 茂 の 生 涯 は 1 9 1 2 （ 大 正 元 ） 年 ～ 1 9 8 1

（ 昭 和 5 6 ） 年 に 亘 る も の で あ り ， そ の 中 盤 に 太 平 洋 戦 争 （ 1 9 4 1 （ 昭 和 1 6 ） 年 ～ 1 9 4 5 （ 昭 和 2 0 ） 年 ）

を 挟 む こ と か ら ， 戦 災 ・ 戦 後 の 混 乱 に よ っ て 貴 重 な 史 料 が 焼 失 ， 散 逸 し ， 体 系 的 な 史 料 の 入 手

が 難 し い ． 従 っ て ， 従 来 の 歴 史 研 究 で お こ な わ れ る よ う な 一 次 史 料 の み に 重 き を 置 い て 研 究 を

進 め て い く 手 法 を 使 う こ と が で き な い ．

　 ま た ， 学 問 領 域 や 文 筆 活 動 を 伴 う 表 現 行 為 な ど で は ， 人 物 の 初 期 か ら そ の 主 張 が 残 さ れ る 特

徴 を 持 つ が ， そ れ ら を 伴 わ な い 表 現 行 為 や 武 道 な ど の 芸 事 ， 技 術 的 な 習 熟 ・ 成 果 を 要 求 さ れ る

分 野 に お い て は ， 修 行 時 期 に 思 想 ・ 信 条 を 明 確 に 示 す こ と は 少 な く ， 一 定 の 成 果 や 指 導 者 と し

て の 地 位 が 確 立 し て か ら ， 初 め て 自 ら の 主 張 を 残 す ケ ー ス が 多 い と 考 え ら れ る ． し た が っ て ，

そ の 思 想 の 変 化 を 探 る た め に は ， 当 時 の 断 片 的 な 史 料 と 後 年 の 記 述 か ら 遡 っ て そ の 変 化 を 推 測

す る 以 外 に 方 法 が な い ．

　 そ こ で ， 本 研 究 で は 二 次 史 料 や 口 碑 記 述 の 利 用 ， 事 実 関 係 の 積 み 上 げ な ど ， 様 々 な 素 材 を 使

っ て 思 想 や 文 化 を 明 ら か に し て い く 文 化 人 類 学 的 な 手 法 も 取 り 入 れ て 検 証 作 業 を 進 め て い く こ

と と す る ．

　 江 上 の 生 涯 に つ い て は ， 門 人 た ち に よ っ て 作 ら れ た 『 江 上 茂 追 想 録 』
6 ）

， 並 び に 妻 ， 江 上 千 代

子 の 視 点 か ら そ の 生 涯 を ま と め た 『 君 影 草 』
7 ）

， ま た 近 年 ， 生 誕 1 0 0 周 年 を 記 念 し て 開 催 さ れ た

「 江 上 茂 を 語 る 会 」 に 際 し て 編 纂 さ れ た 『 江 上 茂 生 誕 1 0 0 周 年 記 念 誌 』
8 ）

が 詳 し い ． こ れ ら は 私 事

も 含 み 膨 大 な も の と な る た め ， 本 研 究 で は 空 手 道 と よ り 関 係 の 強 い 出 来 事 の み を ， こ れ ら の 資

料 か ら 概 観 し （ 2 － 1 ） ， そ の 他 の 史 料 か ら 補 足 ， 修 正 を 加 え つ つ ， 江 上 の 中 で 空 手 道 思 想 に よ り

大 き な 影 響 を 与 え た と 考 え ら れ る 点 に つ い て 指 摘 す る ．

　 ま た ， 思 想 に つ い て は 以 下 の 点 を 中 心 に 検 討 を 進 め る ． 我 々 は 船 越 義 珍 の 空 手 道 思 想 を ま と

め る 際 ， 各 時 代 に 沿 っ て 「 空 手 の 普 及 の 形 態 」 「 空 手 の 範 囲 」 「 空 手 の 技 術 」 「 試 合 に 関 す る 思

想 」 「 空 手 の 精 神 性 」 な ど の テ ー マ を 必 要 に 応 じ て 選 択 し ， 検 討 を 進 め た ． 本 研 究 で 対 象 と す る

江 上 に つ い て は ， 船 越 が 沖 縄 か ら 本 土 へ 拠 点 を 移 動 す る と い っ た よ う な 出 来 事 は 存 在 し な い た

め ， 時 代 の 区 分 は 設 け ず ， ま た ， 既 に 船 越 の 時 代 に 定 ま っ て い る 「 空 手 の 普 及 の 形 態 」 「 空 手 の

範 囲 」 に つ い て は 除 き ， 「 空 手 の 精 神 性 」 「 空 手 の 技 術 」 「 試 合 に 関 す る 思 想 」 の 3  つ の テ ー マ に

絞 っ て ど の よ う な 考 え を 持 っ て い た の か に つ い て 検 討 す る ．
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2 ． 江 上 茂 の 略 歴 と 思 想 の 背 景

2 － 1 ． 江 上 茂 の 略 歴 （ 巻 末 年 表 参 照 ）

　 江 上   茂 （ え が み   し げ る ） は 1 9 1 2 （ 大 正 元 ） 年 1 2 月 7  日 ， 福 岡 県 大 牟 田 市 に 江 上   平 ， ハ ツ の

第 3 子 ， 次 男 と し て 生 ま れ た ．

　 1 9 3 1 （ 昭 和 6 ） 年 ， 早 稲 田 大 学 第 二 高 等 学 院 へ 入 学 す る と ， 野 口   宏 ， 今 井   泴 ， 岩 田 満 男 ， 横

山 二 雄 ， 赤 崎 利 馨 ， 萩 原 正 義 ， 長 谷 川 萬 年 ， 安 居 院 栄 治 ， 植 村   茂 ， 中 村 賛 蔵 ， 有 滝   一 ， 森 下

彌 三 雄 ， 松 田 林 平 ， 太 田 美 三 郎 ら と と も に ， 船 越 義 珍 を 師 範 と す る 早 稲 田 大 学 第 一 高 等 学 院 空

手 部 を 発 足 し
9 ）

， 空 手 の 稽 古 を 始 め た ． 翌 1 9 3 2 （ 昭 和 7 ） 年 に は ， 体 育 会 に 入 会 し た 第 二 高 等 学

院 空 手 部 に お い て ， 松 田 林 平 と と も に 代 表 委 員 を 務 め て い る ． 1 9 3 3 （ 昭 和 8 ） 年 ， 早 稲 田 大 学 商

学 部 に 入 学 す る と ， 船 越 義 珍 を 師 範 と 仰 ぐ 空 手 研 究 会 を 体 育 会 に 入 会 さ せ て 空 手 部 を 発 足 し ，

委 員 を 務 め た （ 代 表 委 員 ： 萩 原 正 義 ， 赤 崎 利 馨 ） ． そ し て ， 1 9 3 5 （ 昭 和 1 0 ） 年 に は 野 口   宏 と と

も に 代 表 委 員 と な り ， 1 9 3 6 （ 昭 和 1 1 ） 年 に 卒 業 を 迎 え る ま で 稽 古 に 没 頭 し た ． こ の 間 ， 船 越 義

珍 の 師 範 代 で あ っ た 下 田   武 （ 1 9 0 1 （ 明 治 3 4 ） 年 － 1 9 3 4 （ 昭 和 9 ） 年 ） の 指 導 を 受 け ， そ の 没 後 は

同 じ く 師 範 代 と な っ た 義 珍 の 三 男 で あ る 船 越 義
よ し

豪
た か

（ 1 9 0 6 （ 明 治 3 9 ） 年 － 1 9 4 5 （ 昭 和 2 0 ） 年 ） の 下

で 稽 古 に 励 み ， 2  回 の 九 州 遠 征 ， 各 所 で の 演 武 会 な ど 普 及 事 業 も 含 め て ， 積 極 的 な 活 動 を お こ

な っ て い る ． 代 表 委 員 時 代 に は 東 京 学 生 空 手 道 連 盟 設 立 準 備 会 が 開 か れ ， 松 濤 館 道 場 建 設 計 画

（ 早 大 ， 慶 大 ， 一 高 ， 商 大 ， 日 医 大 ） が 話 し 合 わ れ る な ど ， 大 学 を 越 え た 組 織 に つ い て も 強 化 さ

れ る 機 運 の 中 に あ っ た ． 折 し も ， 師 匠 の 船 越 義 珍 が 『 空 手 道 教 範 』 （ 廣 文 堂 書 店 ， 1 9 3 5 （ 昭 和

1 0 ） 年 ） を 出 版 し た 時 期 に あ た る ．

　 卒 業 後 は 就 職 を せ ず ， 郷 里 大 牟 田 と 東 京 を 行 き 来 し な が ら ， 満 州 あ る い は ブ ラ ジ ル 行 き な ど

を 模 索 し た 時 期 が あ っ た よ う で あ る が ， い ず れ も 実 現 に は 至 っ て い な い ． ま た ， 陸 軍 へ 入 隊 し

て も 肺 結 核 で 除 隊 す る こ と に な る な ど ， 生 活 と し て は 定 ま ら な い 中 で 稽 古 を 続 け て い た よ う で

あ る ． そ の 後 ， 1 9 3 9 （ 昭 和 1 4 ） 年 よ り ， 陸 軍 省 兵 務 局 軍 事 調 査 部 に 入 り ， 陸 軍 中 野 学 校 で 術 科

「 空 手 」 の 教 官 に 就 任 し ， 退 官 す る 1 9 4 3 （ 昭 和 1 8 ） 年 ま で は 安 定 し た 生 活 と な っ た
注 1 ） 1 0 ， 1 1 ， 1 2 ）

． こ

の 間 ， 私 的 に は 1 9 4 1 （ 昭 和 1 6 ） 年 に 山 口 幸 次 郎 ， マ ツ の 長 女 ， 千 代 子 （ 1 9 1 7 （ 大 正 6 ） 年 － 1 9 9 1

（ 平 成 3 ） 年 ） と 結 婚 し ， 翌 年 に は 第 1  子 を 授 か っ た （ 1 9 4 2 （ 昭 和 1 7 ） 年 に 長 男 の 尚
た か し

志 ， 以 降 1 9 4 5

（ 昭 和 2 0 ） 年 に 次 男 の 仁
ひ と し

士 ， 1 9 4 7 （ 昭 和 2 2 ） 年 に 三 男 の 正
ま さ た け

威 の 3  子 を 儲 け た ） ． 陸 軍 中 野 学 校 で

は ， 同 時 期 に 国 体 学 の 教 官 を 務 め た 吉 原 政 巳 と 親 交 が 厚 く ， 家 族 を 含 め た 交 流 が あ り ， 長 男 の

名 前 の 考 案 者 で も あ る ．
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　 陸 軍 省 退 官 後 は ， 郷 里 大 牟 田 市 を 中 心 に 戦 中 戦 後 を 過 ご し ， 1 9 5 0 （ 昭 和 2 5 ） 年 に は 拠 点 を 関

東 に 移 す が ， 居 住 地 ， 生 業 と も に 転 々 と す る 不 安 定 な 生 活 が 続 く ． し か し ， こ の 間 も 機 会 が あ

れ ば 各 所 に て 空 手 指 導 の 場 を 設 け て お り ， 稽 古 と は 一 貫 し て か か わ り 続 け て い る ． 終 戦 直 後 ，

後 に 江 上 に 大 き な 変 化 を 与 え る 契 機 を 創 出 し た 早 稲 田 大 学 空 手 部 の 後 輩 ， 奥
お く や ま

山 忠
た だ お

男 （ 1 9 1 8 （ 大

正 7 ） 年 － 2 0 0 6 （ 平 成 1 8 ） 年 ） と の 共 同 生 活 の 記 録 が あ る ．

　 1 9 5 3 （ 昭 和 2 8 ） 年 ， 東 京 に 居 を 移 す こ ろ か ら ， 空 手 の 表 舞 台 に 登 場 す る よ う に な る ． こ の 年

の 5 月 ， 早 稲 田 大 学 の 同 級 生 で 中 央 大 学 空 手 部 の 師 範 を 務 め る 廣
ひ ろ に し

西 元
も と の ぶ

信 （ 1 9 1 2 （ 大 正 元 ） 年 －

1 9 9 9 年 （ 平 成 1 1 ） 年 ， 松 濤 會 二 代 理 事 長 ・ 三 代 会 長 ） を 訪 ね て 中 央 大 学 を 訪 問 し た 際 ， 高
た か ぎ

木 丈
じ ょ う

太
た ろ う

郎 （ 1 9 2 7 （ 昭 和 2 ） 年 － 2 0 1 6 （ 平 成 2 8 ） 年 ， 松 濤 會 三 代 理 事 長 ・ 館 長 ） に 指 導 を 乞 わ れ ， そ れ

を 契 機 に 中 央 大 学 で 夜 間 稽 古 の 指 導 を す る こ と に な る ． そ の 後 ， 秋 に は 早 稲 田 大 学 空 手 部 の 監

督 ， 正 課 体 育 講 師 （ ～ 1 9 5 5 （ 昭 和 3 0 ） 年 ） に 就 任 ， 1 9 5 5 （ 昭 和 3 0 ） 年 に は 学 習 院 大 学 空 手 部 師

範 ， 1 9 5 7 （ 昭 和 3 2 ） 年 に は ， そ の 年 に 亡 く な っ た 師 匠 船 越 義 珍 に 代 わ っ て 新 し く 開 設 さ れ た 東

急 空 手 道 場 の 師 範 に ， ま た 1 0 月 ， 中 央 大 学 空 手 部 の 師 範 へ も 就 任 す る ． 1 9 5 8 （ 昭 和 3 3 ） 年 に は

東 邦 大 学 空 手 部 の 師 範 ， そ の 他 ， 東 京 都 庁 ， 富 士 通 ， 日 本 ビ ク タ ー な ど の 実 業 団 や 国 内 外 に 開

設 さ れ た 稽 古 場 へ 指 導 者 と し て 招 聘 さ れ た ． 海 外 で は ， ア メ リ カ ， フ ラ ン ス ， ス イ ス ， イ タ リ

ア ， イ ギ リ ス ， ポ ル ト ガ ル ， 台 湾 ， ス ペ イ ン な ど へ 渡 航 し ， 指 導 を お こ な っ て い る ． 1 9 7 5 （ 昭

和 5 0 ） 年 に は ， 松 濤 館 の 再 建 を 果 た し （ 太 平 洋 戦 争 で 焼 失 し ， 船 越 義 珍 の 位 牌 に 再 建 を 誓 っ て

い た ） ， 第 2  代 松 濤 館 館 長 に 就 任 し た ． 体 調 を 崩 し て い た 1 9 8 0 （ 昭 和 5 5 ） 年 1 0 月 ， 全 国 か ら 集 ま

る 門 人 た ち の た め に ， 無 理 を 押 し て 全 国 指 導 者 研 修 会 に 出 席 し て い た と こ ろ ， 滞 在 先 の 旅 館 で

倒 れ ， 救 急 搬 送 さ れ る 事 態 と な り ， そ の ま ま 意 識 を 回 復 す る こ と な く ， 1 9 8 1 （ 昭 和 5 6 ） 年 1  月

8  日 に 永 眠 し た ． 自 ら の 命 を 「 空 手 道 を 通 じ た 人 間 教 育 」 に 捧 げ る 姿 勢 を 最 期 の 瞬 間 ま で 貫 き

通 し ， そ の 生 涯 を 閉 じ て い る ．

　 江 上 は ， 1 9 3 9 （ 昭 和 1 4 ） 年 ， 大 日 本 空 手 道 松 濤 館 発 行 『 空 手 道 の 真 髄 』 （ 釘 宮 幸 雄 ， 植 村 和 堂

編 ） に お い て は ， 型 の 演 武 と と も に 多 数 の 模 範 演 武 写 真 の モ デ ル と な っ て い る ． 1 9 4 1 （ 昭 和 1 6 ）

年 発 行 の 『 増 補 空 手 道 教 範 』 （ 富 名 腰 義 珍 著 ， 廣 文 堂 書 店 ） の 付 録 『 大 日 本 空 手 道 天 之 形 』 で は

表 紙 写 真 と し て も 採 用 さ れ た ． ま た ， 1 9 6 3 （ 昭 和 3 8 ） 年 ， 船 越 義 珍 の 七 回 忌 に 際 し て 日 月 社 に

よ っ て 再 刊 さ れ た 『 空 手 道 教 範 』 （ 富 名 腰 義 珍 の 原 著 に ， 第 三 編 と し て 基 本 を 追 加 ， 第 三 編   型

を 第 四 編   型 に 改 め 第 四 章   基 本 型 に 大 極 初 段 を 追 加 ， 同 じ く 第 四 編 を 第 五 編 に 改 め   第 二 章 に 天

之 型 を 含 め た 他 ， 第 五 編 に つ い て は 内 容 を 一 新 し て い る ） で は ， 船 越 義 珍 の 演 武 写 真 に 替 え ，

主 要 な 写 真 の 演 武 を 担 当 し て い る ．

　 自 身 の 著 書 と し て は ， 1 9 7 0 （ 昭 和 4 5 ） 年 に 『 空 手 道   専 門 家 に 贈 る 』 （ 楽 天 会 ， 演 武 ： 青
あ お き

木  
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宏
ひ ろ

之
ゆ き

） ， 1 9 7 6  （ 昭 和 5 1 ）  年  に  『 T h e  W a y  of  K A R A T E  B e y o n d  T e c h ni q u e 』 （ K O D A N S H A 

I N T E R N A TI O N A L  L T D， 演 武 ： 宮
み や も と

本 知
と も

次
じ

） ， ま た ， そ の 日 本 語 版 と し て 1 9 7 7 （ 昭 和 5 2 ） 年 に

『 空 手 道 入 門 』 （ 講 談 社 ， 演 武 ： 宮 本 知 次 ） を 刊 行 し ， 一 般 に 刊 行 さ れ た 書 籍 と し て は 実 質 2  冊

を 世 に 残 し た 形 と な る ． こ の 他 ， 出 版 準 備 中 に 他 界 し た た め 出 版 に は 至 っ て い な い が ， 続 編 の

「 型 」 に つ い て の 書 籍 原 稿 （ 2 0 1 8 年 7  月 日 貿 出 版 社 よ り 『 空 手 道 型 教 本 』 と し て 出 版 予 定 ） と ，

さ ら に 組 手 に つ い て の 書 籍 前 文 の 原 稿 が 存 在 す る ． 「 型 」 に 関 し て は ， 一 般 に 刊 行 さ れ た も の で

は な い が ， 自 ら の 監 修 の 下 ， 当 時 ， 弟 子 と し て 空 手 の 専 門 家 に す べ く 育 て て い た 「 宮 本 君 に 思

い を 託 し 」 （ フ ィ ル ム 上 の 江 上 の 言 葉 ） ， そ の 型 の 演 武 を 収 め た 『 松 濤 館 制 定 型 』 を 8  m m  フ ィ

ル ム と し て 作 成 ， 関 係 者 に 配 布 し た も の が 現 存 し て い る ．

2 － 2 ． 江 上 茂 に 起 こ っ た 転 機

　 前 述 の 略 歴 （ 2 － 1 ） に 見 ら れ る よ う に ， 1 9 3 1 （ 昭 和 6 ） 年 に 早 稲 田 の 高 等 学 院 を 舞 台 に 空 手 を

始 め て か ら 1 9 8 1 （ 昭 和 5 6 ） 年 に 生 涯 を 閉 じ る ま で の 半 世 紀 ， 江 上 は 一 貫 し て 空 手 と 密 接 に 関 係

し て い た こ と が わ か る ． そ の 中 で ， 転 機 と な る の は ， 略 歴 上 か ら 読 み 取 る と 1 9 5 3 （ 昭 和 2 8 ） 年

と 考 え ら れ る ． 結 果 的 に 見 る と ， こ の 時 期 か ら い わ ゆ る 専 門 家 と し て 空 手 の 指 導 者 へ の 道 を 歩

み だ し て い る か ら で あ る ． し か し な が ら ， こ の 時 期 は ， 単 に そ う し た 道 を 歩 み だ し た と い う こ

と だ け で は な く ， 2  つ の 大 き な 出 来 事 に よ っ て 空 手 道 に つ い て の 思 想 が よ り 深 化 し て い っ た 時

期 で も あ っ た よ う に 考 え ら れ る ． そ の 2  つ の 出 来 事 と は ， 1  つ は 井
い の う え

上 方
ほ う

軒
け ん

（ 本 名 ： 井 上 要
よ う い ち ろ う

一 郎 ，

1 9 0 2 （ 明 治 3 5 ） 年 － 1 9 9 4 （ 平 成 6 ） 年 ）
注 2 ） 1 3 ）

と の 出 会 い で あ り ， も う 1  つ は 2  度 の 開 腹 手 術 で あ

る ．

　 江 上 は 自 ら の 筆 で 井 上 方 軒 と 出 会 っ た 契 機 に つ い て 以 下 の よ う に 記 し て い る
1 4 ， 1 5 ）

．

「 （ 略 ） … 昭 和 二 十 八 年 か 九 年 ， ふ と し た 機 会 に 稽 古 仲 間 の 奥 山 君 に 会 い ま し た ． 意 表 を つ く も の で し

た ． 形 は さ ほ ど 違 っ て い る と は 思 え ま せ ん で し た が ， そ の 根 本 的 な 発 想 が 違 う ん で す ． こ れ は 凄 い ．

こ れ な ら き く ， と 目 を 見 は る 思 い で し た ． 既 成 の 概 念 を 全 く 捨 て た 姿 だ っ た か ら で す ． 」 （ 文 献 1 4 ）

「 （ 略 ） … 初 め か ら や り 直 そ う と 決 心 し た の も そ の 頃 で す ． も う 一 回 奥 山 君 に 会 っ て ， ゆ っ く り 話 を き

き 教 え て も ら お う と 思 っ て い た 時 ， 彼 は 親 和 体 道 の 井 上 先 生 を 紹 介 し て く れ た の で す ． 親 和 体 道 の 技

を 盗 ん で ， 空 手 に 利 用 し よ う な ど と ケ チ な 了 見 を 起 こ し て は い け な い と ， 有 難 い 教 え を い た だ い た の

も そ の 頃 で す ． 良 い 稽 古 だ と 思 っ た ら ， 大 い に 研 究 し な さ い ． そ ん な お 言 葉 を い た だ い て ， た だ も う

ヒ タ ム キ に 稽 古 に 励 ま し て い た だ き ま し た ． 入 門 を お 許 し い た だ い た の は ， 一 年 半 位 も た っ た 頃 で し

ょ う か ． 研 究 生 つ ま り 稽 古 人 と 門 人 と の 違 い が ， 本 当 に わ か っ た の も ズ ッ と 後 の こ と で し た ． 客 観 的

に 批 判 的 に 研 究 す る こ と と ， 心 身 共 に お ま か せ し て 没 入 し て 稽 古 す る こ と の 根 本 的 な 違 い が あ る の で
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あ る ． 稽 古 を 重 ね て い く う ち に ， 自 然 に 身 に つ い て く る も の ， そ の 身 に つ い た 何 物 か ら か 自 然 に に じ

み 出 て 来 る と い う こ と で し ょ う か ． 肉 体 的 な 技 ば か り で な く ， 心 の 変 化 が あ る の で す ． … （ 略 ） 」 （ 文

献 1 5 ）

※  本 連 載 は ， 江 上 自 身 の 著 書 と し て 1 9 7 7 （ 昭 和 5 2 ） 年 に 『 空 手 道 入 門 』 と し て 上 梓 さ れ る が ， こ の 記

載 は 編 集 さ れ て い る ．

　 上 記 の 記 述 か ら ， ま さ に 空 手 の 指 導 を 専 門 に 始 め よ う と い う 時 ， 早 稲 田 大 学 空 手 部 の 後 輩 で

あ る 奥 山 氏 の 突 き を 見 る こ と で 既 成 概 念 を 覆 さ れ ， ま た ， そ の 根 底 に あ る 井 上 方 軒 と 出 会 う こ

と に よ っ て 様 々 な 変 化 が あ っ た こ と が わ か る ．

　 一 方 ， 開 腹 手 術 に つ い て は 『 空 手 道 入 門 』 に 以 下 の よ う な 記 述 が あ る
1 6 ）

．

「 （ 略 ） … 胃 の 摘 出 手 術 を す る こ と に な り ， 1  年 お い て さ ら に ま た 開 腹 手 術 と い う わ け で す ． 自 信 を 持

っ て い た 体 力 ， 腕 力 も ， が た が た に 崩 れ ， 稽 古 も も ち ろ ん で す が ， 生 活 そ の も の も 根 底 か ら ゆ さ ぶ ら

れ る こ と に な っ た わ け で す ． 最 も 暗 澹 た る 状 況 に 沈 ん だ の で す ． そ ん な 時 ， ふ っ と 思 い 出 し た の が 「 老

若 男 女 誰 に で も 出 来 る 稽 古 で な け れ ば な ら な い 」 と い う 老 師 の お 言 葉 で し た ． 本 当 に こ ん な 体 で 出 来

る か ど う か ， 試 し て み よ う と 決 心 し ま し た ． 方 法 い か ん で は 出 来 る と い う 自 信 も つ き ま し た ． そ ん な

こ と が あ っ て 初 め て ， 稽 古 に 一 生 を か け て み よ う と い う 決 心 も ， 覚 悟 も 出 来 た の で す ． し か も 誇 り を

持 っ て ． 」

　 1  度 目 の 手 術 は 1 9 5 6 （ 昭 和 3 1 ） 年 ， 2  度 目 の 手 術 は 1 9 5 8 （ 昭 和 3 3 ） 年 に 実 施 さ れ た ． 略 歴 を

辿 れ ば ， こ の 時 期 は 様 々 な 稽 古 場 の 指 導 を 引 き 受 け た 時 期 で あ り ， そ の 直 後 に 見 舞 わ れ た こ の

2  度 の 開 腹 手 術 に よ っ て ， 指 導 者 と な り な が ら も 当 人 は 身 体 的 な 活 動 を 著 し く 制 限 さ れ る 境 遇

に な っ た わ け で あ る ． し か し な が ら ， そ れ は 自 身 が 若 さ を 元 に 類 稀 な る 鍛 錬 で 築 き 上 げ た 肉 体

を 土 台 に し た 考 え 方 や 技 術 か ら 脱 却 し ， も う 一 度 ， 師 匠 で あ る 船 越 の 言 葉 を 素 直 に 受 け 止 め ，

誰 に で も で き る 稽 古 の 考 え 方 や 技 術 を 一 か ら 見 直 す 大 き な 契 機 と な っ た ．

　 江 上 は ， 空 手 の 専 門 家 と し て 生 き て い く こ と を 決 意 す る 前 後 ， こ の よ う な 2  つ の 出 来 事 を 契

機 に ， 空 手 の 精 神 性 に つ い て よ り 完 成 度 を 高 め （ 後 述 ： 3 － 1 ） ， ま た ， そ れ に 合 致 し た 技 術 と そ

の 在 り 方 ， 伝 承 方 法 を 生 涯 か け て 考 究 す る 道 へ と 進 ん で い っ た の だ と 考 え ら れ る （ 3 － 2 ） ．
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3 ． 江 上 茂 の 空 手 道 思 想

3 － 1 ． 空 手 の 精 神 性

　 3 － 1 － 1 ． 井 上 方 軒 か ら 江 上 茂 に 継 承 さ れ た 「 平 法 」

　 江 上 茂 の 2  つ の 著 作 に は 日 本 空 手 道 の 目 指 す 方 向 性 と し て 「 平
へ い ほ う

法 」 と い う 言 葉 が 多 用 さ れ

る ． 1 9 7 7 （ 昭 和 5 2 ） 年 に 録 音 さ れ た 会 話 の 記 録 に 平 法 に つ い て 語 る 会 話 が あ り ， そ の 中 で 「 （ 略 ）

… 普 遍 的 に ， ど ん な 人 が 来 て も 無 為 無 策 ， た だ 自 然 に 立 っ て お れ ば ， 赤 子 （ せ き し ） の 心 で 立

っ て お れ ば ， 攻 撃 す る こ と も な い し ， 受 け る こ と も な い と ． こ れ は 井 上 先 生 と い う ， 私 の 先 生

の 言 葉 だ け れ ど ， 『 挑 ま れ た ら 負 け と ． 挑 ま れ て 受 け た ら ， な お 負 け 』 ， と 云 わ れ た 言 葉 が あ る

ん だ よ な ． そ う す る と ， 通 ず る ん だ よ な （ 著 者 注 ： 夕 雲 流 ， 無 住 心 剣 に つ い て の 話 ） ． こ の 先 生

は 私 に ， た い ら 平 法 の あ る こ と を 教 え て く だ さ っ た か ら 」 と ， そ の 出 自 を 語 っ て い る
1 7 ）

． つ ま

り ， こ の 多 用 さ れ て い る 「 平 法 」 と い う 言 葉 は ， 前 章 で 取 り 上 げ た 井 上 方 軒 に よ り も た ら さ れ

た 概 念 で あ る こ と が わ か る ．

　 井 上 の イ ン タ ビ ュ ー 記 事 に よ れ ば ， 井 上 は 「 僕 の お じ い さ ん （ 伊 助 ） は 偉 く て ね ， 平 法 学 の

先 生 で し て ね ， 植 芝 な ん か に も 教 え た ん だ け ど ． 昔 か ら 平 法 学 と い う の は 俺 の と こ ろ に ず っ と

伝 わ っ て い た ． … （ 中 略 ） … 憲 兵 指 令 部 に 一 番 最 初 に 教 え に 行 っ た の は 僕 で す ． そ の 時 に ， 五 ・

一 五 事 件 の 時 の 憲 兵 司 令 官 だ っ た 畑   真 治 （ 著 者 注 ： 秦   真 次 の 誤 記 と 推 定 ） ， が ね ， ち ゃ ん と 僕

の 家 の 先 祖 を 調 べ て い る ん だ ． 僕 み た い な 小 僧 っ 子 に ， 「 井 上 先 生 ， お 宅 の お じ い さ ん と い う 人

は 御 所 で 平 法 学 を 教 え て お ら れ た の で す ね 」 ． こ れ に は わ し は び っ く り し た な … … ． 」 と 話 し て

い る
1 8 ）

．

　 井 上 の 言 に 従 え ば ， 「 平 法 」 「 平 法 学 」 は 井 上 家 に 代 々 伝 わ り ， 井 上 方 軒 自 身 は 祖 父 井 上 伊 助

か ら 伝 え ら れ た も の だ と い う ． そ し て こ れ を 江 上 は 井 上 か ら 学 ん だ こ と に な る ． 「 平 法 」 が な ん

で あ る か を 井 上 が 詳 細 に 説 明 し た 文 献 は 見 当 た ら な い が ， 同 じ イ ン タ ビ ュ ー 記 事 の 中 で 「 平 法

学 と い う も の は ， 攻 撃 精 神 で も な け れ ば ， 防 御 精 神 で も な い ん で す ね ． 叔 父 貴 （ 著 者 注 ： 植 芝

盛 平 ） が 話 す 時 に よ く 入 身 の 実 体 だ っ て 言 っ て た が ， で は 入 身 と は な ん ぞ や ． 入 身 と は 和 合 の

実 在 な ん で す よ ． 和 合 し な け れ ば ひ と つ の も の を 生 成 化 育 で き な い で し ょ ． け ん か し と っ た ら

生 ま れ る こ と は な い の で す ． … （ 中 略 ） … だ か ら こ の 平 法 学 の 実 在 か ら い く と ね ， 防 御 精 神 も

攻 撃 精 神 も な い と 思 う ． 日 本 人 と い う の は そ ん な ち っ ぽ け な も の で は な さ そ う に 思 う ． そ う 言

う と ， （ 叔 父 は ） 「 そ う だ な あ 」 と 言 っ て ね ． だ か ら ど う し て も こ こ に 合 気 と い う も の が 生 ま れ

て こ な け れ ば い け な い ． こ の 平 法 学 に 具 現 す る 実 体 は ， 出 口 王 仁 三 郎 先 生 に 教 わ っ て 初 め て で
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き た ん で す ． 」 と 説 明 し て い る ．

　 こ の 「 入 身 」 に つ い て ， 受 け 取 り 手 で あ る 江 上 は ， そ の 著 書 『 空 手 道 入 門 』 に お い て ， 次 の

よ う に 記 載 し て い る
1 9 ）

．

「 思 い や り ， 心 遣 い と し ご く 当 た り 前 に 語 ら れ ま す が ， こ れ は 大 変 な 言 葉 で す ． 相 手 の 立 場 に 立 っ て 考

え ， 相 手 の 立 場 を 知 っ て 行 動 す る ． た い せ つ な こ と で す ． 武 道 的 に 表 現 す れ ば 入 身 で し ょ う ． 真 実 全

く 相 手 に な り き っ た 時 ， 勝 ち も 敗 け も な く な る 一 体 の 境 地 が 得 ら れ ま し ょ う ． 相 手 と 共 に 生 き る ． そ

れ が 極 意 で は な い で し ょ う か ． 人 は す べ て の 同 根 同 気 で あ る こ と を 本 当 に 知 る ． 体 得 す る ． そ こ ま で

稽 古 す べ き で す ． 」

　 2  つ の 記 事 を 結 び 付 け て 考 え る と ， こ こ で 「 平 法 」 と し て 述 べ ら れ て い る こ と は ， 「 自 他 一

体 」 の 境 地 と 考 え ら れ る ． そ れ が 「 入 身 」 あ る い は 「 和 合 」 と い う 言 葉 で 表 現 さ れ ， 相 手 と 一

体 と な っ た 時 ， 勝 ち も 敗 け も な く な り ， す な わ ち ， 防 御 精 神 も 攻 撃 精 神 も な い ， あ る い は 必 要

の な い 境 地 へ と 達 す る と い う こ と を 意 味 し て い る ．

　 こ の よ う な 状 態 に つ い て ， 江 上 は 前 述 の 会 話 記 録 の 中 で 「 挑 ま れ た ら 負 け ． 挑 ま れ て 受 け た

ら ， な お 負 け 」 と い う 世 界 を ど う 実 現 す る の か を 問 わ れ ， 「 … （ 略 ） で ， 井 上 先 生 の 場 合 だ っ た

ら ， 俺 は こ の 目 で 見 せ て 頂 い て い る か ら ね ． 『 た だ 歩 け ば い い ん だ よ 』 と ． す ー っ と 歩 い て 行 か

れ る と ， 打 ち 込 ん で 行 っ た 奴 が ， 勝 手 に 吹 っ 飛 ぶ と ． そ れ だ け の 事 ． 植 芝 先 生 も そ う だ っ た け

ど ね ． そ う い う 姿 が ， ど っ か ら ， 何 故 ， 出 て く る の か と ． … （ 略 ） 」 と 語 っ て い る
2 0 ）

．

　 し た が っ て ， 江 上 茂 が そ の 著 書 で 中 核 に お い た 「 平 法 」 と い う 概 念 は 井 上 方 軒 か ら も た ら さ

れ た も の で あ り ， そ れ は 単 に 概 念 や 観 念 と し て だ け で は な く ， 武 道 的 な 在 り 方 と し て 具 体 的 に

井 上 が 具 現 ・ 体 現 す る 姿 を 通 し て 継 承 さ れ た も の で あ る こ と が わ か る ．

3 － 1 － 2 ． 「 平 法 」 お よ び 「 平 法 学 」 と は

　 「 平 法 」 に つ い て 記 載 さ れ た 書 籍 は 数 冊 散 見 さ れ る ． 前 節 で 取 り 上 げ た 江 上 の 会 話 記 録 に お い

て 会 話 の 発 端 と な っ た 鷹 尾 敏 文 に よ る 「 平 常 無 敵 流 平 法 」 （ 『 武 道 の 神 髄 』 ， 佐 藤 通 次 ・ 鷹 尾 敏 文

共 著 ， 日 本 教 文 社 ， 1 9 7 7 ） の 他 ， 『 歴 史 に 学 ぶ 心 学 の 武 道   平 法 学 小 太 刀 』 （ 鐵 屋   昭 著 ， 展 転 社 ，

1 9 9 4 ）， 『 源 流 剣 法 平 法 史 考 』 （ 森 田   栄 ， N G S ， 1 9 9 6 ）， 『 平 法 ― 兵 法 と は 平 法 也 ― 』 （ 加 藤 花 刀 斎

著 ， 岩 崎 電 子 出 版 ， 2 0 0 4 ） な ど が あ る ． 書 籍 タ イ ト ル に 含 ま れ る 平 常 無 敵 流 平 法 ， 平 法 学 小 太

刀 ， そ し て ， 書 籍 内 で 取 り 上 げ ら れ て い る 中 条 流 平 法 ， 富 田 流 平 法 ， 二 階 堂 平 法 ， 雖 井 蛙 流 平

法 な ど ， 「 平 法 」 と い う 言 葉 は 幾 つ か の 剣 術 に そ の 流 名 と し て 登 場 す る ．
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　 そ も そ も 「 平 法 」 の 起 源 は ， 「 平 法 学 と し て 中 国 古 代 の 歴 代 帝 王 の 学 ぶ 所 の 剣 法 に し て ， 第 十

五 応 神 天 皇 の 御 代 ， 百 濟 国 の 博 士 王 仁 に よ っ て 我 が 国 に 渡 来 し た も の だ 」 と さ れ る
2 1 ）

． そ の 根

拠 と し て ， 森 田 は 信 州 大 野 当 寛 著 『 止
し か

戈 正
せ い よ う

要 』 （ 1 8 1 0 ） の 記 述 を 挙 げ て お り ， 上 記 に 列 挙 し た 書

籍 は い ず れ も 平 法 の 系 譜 に つ い て 同 様 の 見 解 を 示 し て い る ．

　 で は ， 「 平 法 」 と は い か な る も の で あ る の か ， 本 論 は 「 平 法 」 の 内 容 を 精 査 す る こ と が 目 的 で

は な い た め ， 以 下 に ， 加 藤 花 刀 斎 に よ る 「 平 法 」 に 関 す る ま と め を 引 用 し ， 検 討 の 材 料 と す る
2 2 ）

．

「 こ れ ま で 見 て き た よ う に ， 多 く の 兵 法 家 が 敵 に 勝 つ 為 の 厳 し い 修 練 の 果 て に 得 た も の は ， 和 の 世 界 ，

敵 の な い 境 地 で し た ． そ れ こ そ が 平 法 だ っ た の で し ょ う ． 孫 子 で い う 「 戦 わ ず し て 勝 つ 」 に 極 め て 近

い か も し れ ま せ ん ．

　 … （ 中 略 ） …

　 孫 子 に あ る 「 戦 わ ず し て 勝 つ 主 義 」 は ， 「 あ れ こ れ と 策 を め ぐ ら せ て 勝 つ 主 義 」 と 誤 解 さ れ や す い の

で す が ， 「 戦 わ ず し て 勝 つ 」 た め に は ， 戦 っ た ら 勝 つ だ け の 実 力 を 持 ち ， い つ で も そ の 実 力 を 発 揮 で き

る 準 備 を 怠 っ て は い け な い の で す ．

　 つ ま り ， 口 だ け で は な く 行 動 ， 実 力 が 伴 っ て い な け れ ば 相 手 に 勝 つ こ と も で き な い ， 計 画 も 成 功 し

な い と い う こ と で す ． し か し な が ら ， 相 手 に 勝 つ 為 の 努 力 を 続 け る こ と も ， き っ と 限 界 が あ り ， 最 善

の 道 と は い え ま せ ん ． 最 善 の 道 は ， 争 い を 起 こ さ な い こ と な の で す ． 『 剣 と 禅 』 の な か に 次 の よ う に あ

り ま す ．

　 「 百 た び 鞘 を 発 し 百 た び 利 を 得 る と も 刀 剣 の 本 意 」 と は い え な い が ， さ り と て 百 た び 鞘 を 発 し て 敗 れ

た の で は ， な お さ ら 剣 の 本 意 で は あ る ま い ． 「 百 た び 鞘 を 発 し ， 百 た び 利 を 得 る 」 実 力 を も っ た も の

が ， 未 だ 鞘 を 発 せ ず し て 対 者 を 制 圧 す る と こ ろ に ， 剣 の 妙 味 が あ る ． こ れ を 「 鞘 の 中 」 と い う ． そ れ

が “  霊 明 ”  に 基 づ か ず ， “  功 利 心 ”  か ら 行 わ れ る と こ ろ に “  冷 戦 ”  が あ る ．

　 が ， 「 鞘 の 中 」 も ， 相 手 が そ の 威 力 に 怯 え お の の い て い る の で は ， ま だ 剣 の 至 境 で は あ る ま い ． そ の

人 と 相 対 す る と ， 太 陽 に 照 ら さ れ た 淡 雪 の よ う に 敵 対 意 識 が お の ず と 消 え 去 っ て し ま い ， さ ら に 自 分

で 進 ん で 悦 服 し ， そ の 人 に 接 す る こ と に よ り 生 の 歓 喜 を 感 ず る よ う な の が 本 当 の 「 鞘 の 中 」 の 徳 と い

う も の で な け れ ば な ら な い ．

　 ま さ に ， こ れ こ そ が 『 戦 わ ず し て 勝 つ 』 の 本 意 だ と い え ま し ょ う ． 」

　 加 藤 の 解 釈 に よ れ ば ， 「 平 法 」 は 「 戦 わ ず し て 勝 つ 」 と い う 孫 子 の 言 葉 に 近 い と さ れ る ． 加 藤

は 同 著 の 中 で 「 平 法 」 を 流 名 に 組 み 入 れ た 流 派 を 含 む ， 多 数 の 剣 術 の 極 意 を 検 討 し た 上 で こ の

解 釈 に 至 っ た ． そ れ に 従 え ば ， 「 戦 え ば 勝 て る 」 実 力 を 錬 磨 し な が ら ， な お 「 戦 わ ず し て 勝 つ 」

こ と を 最 上 と す る 思 想 が 共 通 に 存 在 し た こ と が わ か る ． さ ら に 上 記 の 記 述 か ら は ， 「 戦 わ ず し て

勝 つ 」 こ と の 中 に ， ① 相 手 の 気 を 制 し て 戦 い を 起 こ さ な い ， そ れ を 越 え ， ② 相 手 を 包 含 し て 敵

対 心 す ら 消 え て し ま う よ う な 境 地 ， さ ら に は ， ③ 接 す る こ と で 幸 せ に な る よ う な 存 在 と し て 実

在 す る 境 地 ， の 3  つ の 段 階 を 読 み 取 る こ と が で き る ．
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　 一 方 ， 「 平 常 無 敵 流 平 法 」 に 取 り 上 げ ら れ る 「 無 敵 」 と い う 概 念 も 「 平 法 」 と 同 様 に 捉 え ら れ

て い る ． 鷹 尾 は こ の 「 無 敵 」 の 状 態 に つ い て 「 「 争 い 」 は ， 敵 を 意 識 す る こ と か ら 起 こ る の で あ

り ， そ の 敵 は ， 己 に 対 す る 敵 で あ っ て ， 自 我 の 主 張 が な け れ ば ， つ ま り 無 我 で あ れ ば 敵 の あ ろ

う 筈 は な い ． 「 天 地 一 息 ， 万 物 同 根 」 ， 天 地 万 物 す べ て 一 息 か ら 分 化 生 成 し た も の で あ る こ と を

知 れ ば ， 我 ， 人 共 に ま た 同 根 で あ る こ と を 観 じ な け れ ば な ら な い ． 人 皆 が こ の こ と を 認 識 し て

は じ め て そ こ に 真 の 平 和 が あ る ， と い え よ う ． 」 と 解 釈 し ， 「 平 常 」 「 無 敵 」 「 平 法 」 と も に 「 平

和 」 の 中 に 存 在 す る と 説 明 し た
2 3 ）

． つ ま り ， 真 に 自 他 一 体 と な っ た 時 ， 敵 対 す る も の は な く ， 争

い は 起 こ ら な い ， 「 平 法 」 と は そ の よ う な 世 界 と 考 え ら れ る ．

　 こ こ で は 「 平 法 」 あ る い は そ れ に 通 ず る 「 無 敵 」 と い う 状 態 に つ い て ， 加 藤 ， 鷹 尾 の 解 釈 を

見 て き た が ， こ れ は 江 上 の 記 述 や 井 上 の 発 言 に 見 ら れ る 「 挑 ま れ た ら 負 け ． 挑 ま れ て 受 け た ら ，

な お 負 け 」 「 攻 撃 精 神 で も な け れ ば ， 防 御 精 神 で も な い 」 「 入 身 」 「 和 合 」 と い っ た 表 現 と 同 質 の

も の で あ る と 解 釈 で き る ．

　 一 方 ， 「 平 法 学 」 と い う 場 合 の 解 釈 に つ い て は ， 流 名 に 「 平 法 学 」 を 標 榜 す る 平 法 学 小 太 刀 に

つ い て 書 か れ た 鐵 屋 の 記 述 を 検 討 の 材 料 と す る
2 4 ）

．

「 … （ 中 略 ） …

　 こ の よ う な 古 い 伝 承 を も つ 平 法 学 は ， 心 学 と い っ て ， 心 の 自 由 な 働 き を 臨 機 応 変 に 生 か す 兵 法 を 目

指 し て い た か ら ， 漢 民 族 の 老 練 な 処 世 の 仕 方 を 述 べ て い る 『 老 子 』 の 本 や 漢 代 の 歴 史 家 司 馬 遷 に よ っ

て 記 録 さ れ た 『 史 記 』 な ど の 歴 史 書 や ， 戦 略 戦 術 の 代 表 的 な 兵 法 書 『 六 韜 ・ 三 略 』 な ど の 本 は ， 特 に

必 読 の 書 に な っ て い て ， よ く 読 ま れ て き た も の で あ っ た ．

　 こ れ ら の 本 に は ， 絶 え 間 な く 治 乱 興 亡 の 歴 史 を 繰 り 返 し た な か で ， し た た か に 生 き て き た 漢 民 族 の

経 験 や 知 恵 そ の も の が 書 か れ て い る の で あ っ て ， こ れ ら の 本 を 読 む こ と に よ っ て ， 時 代 を 動 か し て き

た 人 間 の 様 々 な 心 を 学 ぶ こ と が で き る ．

　 こ れ が 非 常 に 参 考 に な る の で あ る ． 即 ち ， 人 間 学 で あ る ．

　 政 治 ， 経 済 ， 軍 事 ， 教 育 ， 天 文 ， 卜 占 に 至 る ま で ， あ ら ゆ る 人 間 の 営 み に 関 す る も の は ， 全 て 人 間

の 心 の 働 き か ら 生 ま れ て き た も の で あ り ， 王 仁 が 『 心 学 』 即 ち 人 間 心 理 の 深 い 洞 察 を 平 法 学 の 中 心 に

据 え た の は 非 常 に す ぐ れ た 見 識 で あ っ た と 言 う べ き で あ ろ う ．

　 そ う で な け れ ば ， 戦 に 勝 つ 兵 法 に な ら な か っ た し ， 戦 わ ず し て 勝 つ 兵 法 の 極 意 即 ち 平 法 に ま で 達 す

る こ と が で き な い も の で あ っ た ．

　 そ れ に は ， し っ か り 学 問 を し て 先 人 の 知 恵 に 学 ば な く て は な ら な い ． 学 問 と 修 養 を 積 む こ と に よ っ

て ， 人 間 は 何 を な す べ き か が 見 え て く る ．

　 か か る 平 法 学 は わ が 国 へ そ れ が 伝 え ら れ て 以 来 ， 指 導 者 が こ れ を 学 べ ば ， 国 を 治 め る 道 と な り ， 武

芸 に 携 わ る も の が こ れ を 学 べ ば ， 不 敗 の 剣 法 と な り ， 庶 民 が こ れ を 学 べ ば ， 処 世 の 道 に な る ， と い う

心 性 の 武 道 へ と 発 展 を し て き た ． 」


